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ストロンチウム錯体の除去プロセスでは処理水を一旦酸性化するが、酸性では吸着材の除去性能が十分に

発揮されない。通水するだけで処理水の pH を弱アルカリ性とするため、化合物を充填した吸着塔（pH 緩

衝塔）の開発を進めてきた。開発した pH 緩衝塔により、ストロンチウムを目標濃度まで除去でき、その除

去性能が維持される期間を大幅に延長できた。 
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1. 緒言 

 汚染水中の Sr-90 のごく一部は有機物と錯体を形成するなどの難吸着性の形態で存在するため、処理水を

酸性化し Sr-90 を検出下限値以下まで除去可能な手法を開発した。しかし、酸性化した処理水を Cs・Sr 吸

着材に通水すると、吸着材の Sr 吸着性能が低下することがわかった。このため、吸着塔に通水するだけで

処理水の pH を最適な弱アルカリ性に調整することができる pH 緩衝塔を開発した。 

2. pH 緩衝塔の原理と効果 

pH 緩衝塔の原理を図１に示す。pH 緩衝塔の内部には粒状の Mg

系化合物が充填されており、酸性の処理水が流入すると化合物の

一部が溶解することで pH を弱アルカリ性に調整する。この際、pH

は化合物の溶解度により制限されているため、処理水中で沈澱が

発生するような強アルカリ性になることもなく、流入する酸濃度

が変動してもほぼ一定の pH 値に維持することが可能である。 

図２に示すようにラボ試験で pH 緩衝塔出口の pH が１ヶ月以上

に亘り、弱アルカリ性に維持できる見通しが得られた。この後、

実証試験装置で Sr 処理水を処理しながら、pH 緩衝塔の導入により

Cs･Sr 吸着材の Sr 吸着性能が改善されることを実証した。 

3. 結論 

pH 緩衝塔により Cs・Sr 吸着材にとって最適な pH 環境で Sr-90

を目標濃度まで除去でき、その除去性能が維持される期間を大幅

に延長できた。以上のことから、廃棄物発生量が少なく、かつ安

定した核種除去が可能な多核種核種除去設備を開発した。 
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図１ pH緩衝塔の原理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図２ pH緩衝塔出口の pH推移の一例 
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